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研究成果概要 

スーパーカミオカンデ検出器において観測される宇宙線ミューオンの崩壊電子データ 

を解析することで、宇宙線ミューオンの電荷比と偏極を測定した。また、電荷比と偏極 

の情報を用いて、大気でのミューオンの起源となるパイオンとケイオンの生成比に関す 

る研究を実施した。 

 

本年度は、偏極測定に関するMC simulation の開発を新たに実施した。特に、負ミュー

オンが純水 (Gd 水)中で酸素原子核にクーロン力により捕獲される場合、寿命が短くな

るだけではなく、崩壊電子の放出される方向分布、エネルギー分布に原子核反跳の影響

が加わるため、この効果をMC simulationに導入した。このMC simulation を用いて、

観測データから宇宙線ミューオンの偏極を決定する解析コードを準備した。現在、系統

誤差の見積もりを進めており、2023年度中に結果を公表する予定である。 
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